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を施行した症例を対象に、低陰圧群（Group L: -20kpa）と高陰圧群（Group H: -80kpa）でそ
れぞれ検体を採取し、病理診断率、検体の量・質について比較した。
【結果】
　ブタリンパ節では挫滅面積（damage area）と標本組織に占める挫滅の割合（damage area 
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